
学校名 さいたま市立常盤小学校

９ ３０ ９所在地 埼玉県さいたま市浦和区常盤 - -

電 話 ０４８－８３１－２３４９

１．本校の概要

本校は今年で創立 年を迎える。市街地に位74

置し、地域・家庭との結びつきを大切にした教

育活動を進めてきている。

学校図書館｢ときわっ子本の国｣は平成９年に

開館して以来、全校児童に親しまれ、多くの児

童に利用され、年間の貸出冊数は、 冊を14000

上回っている。

２．本校の実践の概要

(1) 本校の実践の特色

朝の全校一斉読書をはじめ、年に３回行うイ

ベントや学習活動の中での計画的な活用、日常

の読書活動の工夫により、児童の生活の中に読

書の習慣が定着するようにと考えている。

① 日常の運営と環境整備

分休みと昼休み、放課後に開館し、いつ25

でも児童が利用できるようにしている。季節に

合わせた掲示や学習に合わせた本の展示など読

書意欲を喚起するように環境を整備している。

国語科 宮沢賢治コーナー

むかしばなしまつりのディスプレイ

② 学習活動の中での活用

年間指導計画の中で読書指導を重点的に行う

単元を洗い出し、公共図書館や学校図書館相互

の連携を生かして蔵書を充実させ、読書活動に

取り組んでいる。

(2) 家庭との連携，地域との連携

平成 年度に、学校図書館ボランティアを14

募集し、現在 名以上の保護者が学校図書館40

の運営に参加・協力している。

① 「子ども読書の日」のイベント

学校図書館ボランティアとの連携により、

充実したイベントを行うことができた。教職

員と保護者が共に児童の読書について考える

機会となった。

ボランティアによるお話会 館内のディスプレイ

② 親子読書の取組

校内の読書週間に合わせて、家庭での｢親子

読書｣を呼びかけた。低学年を中心に保護者か

らの好評の言葉も聞かれ、約 ％の家庭での70

参加があり、家庭での読書への関心の高さが

うかがえた。

３．成果と今後の課題

( ) 朝の全校一斉読書｢ヨムヨムタイム｣も定着1

し、学校や家庭での読書の習慣が身について

きた児童も多い。児童の読書意欲の高まりを

大切にとらえ、よりよい読書情報や読書環境

を提供していきたいと考える。

( ) 学校図書館ボランティアの活動が定着し、2

司書教諭・学校図書館司書との連携で学校図

書館の運営に大きな役割を果たしている。司

書教諭を中心とした運営組織を定着させ、全

校児童・全教職員が有効に活用できる学校図

書館づくりを目指していきたい。
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